








































【正解と解説】

●問題Ⅲ-1
正解は②
令和2年に策定された食料・農業・農村基本計画において、令和12年度の供給熱量ベース
の食料自給率目標は45%に設定されている。50%とする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-2
正解は①
白未熟粒は出穂後20日間の高温によってデンプン粒の蓄積が不十分となり生じる。登熟期
の高温を回避するためには、田植えの時期を遅らせる作期移動が有効である。

●問題Ⅲ-3
正解は④
アンデス原産で地中結実性のAはラッカセイ、子葉が地中に残るBはアズキ、ツルマメが栽
培化されたCはダイズに対応するため、選択肢4の組み合わせが適切である。

●問題Ⅲ-4
正解は⑤
イネ科作物は連作に比較的強い。連作障害の回避には異なる作物を規則的に循環栽培する
輪作が有効であり、堆肥などの有機物施用が土壌環境の改善に寄与する。

●問題Ⅲ-5
正解は③
種子の発芽には水、酸素、適温が必要であるが、光条件に関してはレタスやシソのように
光照射によって発芽が促進される好光性種子も存在するため、暗条件必須ではない。

●問題Ⅲ-6
正解は③
CRISPR/Cas9は、標的DNA配列を認識して結合するガイドRNAと、DNAを切断するCas9タンパ
ク質から構成される。タンパク質が標的を認識する記述は誤りである。

●問題Ⅲ-7
正解は①
花器の耐凍性は休眠期やつぼみの時期に強く、発育が進むにつれて弱くなり、開花期から
落花期にかけて最も耐凍性が弱くなるため、選択肢1の記述は誤りである。

●問題Ⅲ-8
正解は②
果菜類の施設栽培では、日没後の数時間は光合成産物の転流を促すため比較的高温に管理
し、夜半以降は呼吸による養分消耗を抑制するため低温に管理する。

●問題Ⅲ-9
正解は④
施肥基準は農耕地外への環境負荷低減を図りつつ、安定多収と品質向上を目指して作物ご
とに化学肥料の施肥量を定めたものであり、選択肢4の組み合わせが適切である。

●問題Ⅲ-10
正解は⑤
うどんこ病菌やさび病菌、ウイルスなどの偏性寄生体（活物寄生菌）は、宿主の生きた細
胞や組織から栄養を吸収して増殖するため、生きた組織で増殖しないとする記述は誤りで
ある。

●問題Ⅲ-11
正解は⑤
令和2年改正種苗法では、海外流出防止や品種保護のため、登録品種の自家増殖（自家採
種）についても原則として育成者権の効力が及び、育成権者の許諾が必要とされた。



●問題Ⅲ-12
正解は④
精密ろ過膜（MF膜）は微粒子や細菌、濁質成分を阻止し、水や溶解性の低分子・高分子成
分を透過させる分離膜であるため、選択肢4の記述が適切である。

●問題Ⅲ-13
正解は②
砂糖の主成分である非還元糖のAはスクロース、麦芽に多く含まれる還元糖のBはマルトー
ス、哺乳類の乳汁に含まれるCはラクトースに対応する。

●問題Ⅲ-14
正解は④
製造加工を助ける乳化剤、腐敗を防ぐ保存料、品質向上の増粘剤、嗜好性を高める甘味
料、栄養素を強化するビタミンに対応するため、選択肢4の組み合わせが適切である。

●問題Ⅲ-15
正解は③
リステリアは乳製品や食肉加工品等を原因とする細菌性食中毒（感染型）の原因菌であ
り、ウイルス性食中毒ではないため、選択肢3の記述は不適切である。

●問題Ⅲ-16
正解は①
食品安全におけるリスク分析（アナリシス）は、科学的評価を行うリスク評価、政策・措
置を実施するリスク管理、情報共有を図るリスクコミュニケーションの3要素で構成され
る。

●問題Ⅲ-17
正解は⑤
タンパク質の栄養価は、人体内で合成できない必須アミノ酸の含有比率やアミノ酸スコア
によって食品ごとに大きく異なるため、一定であるとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-18
正解は④
畜産由来の温室効果ガスは農林水産業全体の約27%を占める。主に反芻家畜の消化管発酵
から発生するメタン（CH4）と、排せつ物管理から生じる一酸化二窒素（N2O）である。

●問題Ⅲ-19
正解は②
立耳白色の大ヨークシャー種、垂耳白色のランドレース種、赤褐色のデュロック種、黒六
白で肉質に優れたバークシャー種に対応するため、選択肢2が適切である。

●問題Ⅲ-20
正解は①
都府県で割合が高いAは流通飼料費、広大な草地を有する北海道で高いBは牧草・放牧・採
草費（自給飼料費）、Cは労働費に対応するため、選択肢1が適切である。

●問題Ⅲ-21
正解は③
イネWCS（ホールクロップサイレージ）の収穫適期は、子実のデンプン蓄積が進み栄養価
と乾物収量が最大となる「黄熟期」であるため、乳熟期とする記述は不適切である。

●問題Ⅲ-22
正解は⑤
卵殻の主成分は炭酸カルシウムである。鮮度の高い卵ほど濃厚卵白の盛り上がりが高く、
卵黄は水分約50%、脂質約30%、タンパク質約17%で構成される。

●問題Ⅲ-23
正解は③



ヨーネ病は牛や山羊などの反芻家畜を対象とする細菌性伝染病（原因菌は抗酸菌のヨーネ
菌）であり、豚がかかるウイルス病とする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-24
正解は④
太陽熱利用は天候や昼夜、季節による日射変動の影響を大きく受けるため、エネルギー源
の変動は小さいとする記述は誤りであり、不適切である。

●問題Ⅲ-25
正解は①
トラス構造は直線部材の両端をピン結合（回転自由な節点）とし、各部材に軸方向力のみ
を作用させる三角形の骨組構造であるため、剛結とする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-26
正解は②
中山間地域では過疎化や高齢化の急速な進展により、従来の共同活動や生活環境施設の維
持管理が困難となっているため、比較的容易な状況とする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-27
正解は②
用排分離は水質保全や自由な水管理に優れるが、下流での排水再利用（反復利用）による
用水節約は用排兼用水路の特徴であるため、選択肢2の記述は不適切である。

●問題Ⅲ-28
正解は③
暗渠溝に疎水材を作土層まで充填すると、難透水性の耕盤を貫通して地表水を速やかに吸
水管へ導くことができるため、排水能力が低下する原因とする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-29
正解は⑤
水食は降雨流出水が集中しやすい傾斜地や急傾斜の畑地において顕著に発生する現象であ
り、平坦地や緩傾斜地に多いとする記述は不適切である。

●問題Ⅲ-30
正解は②
取入れ口付近の土砂を排除し流心を維持する施設は土砂吐である。洪水を安全に放流する
ための洪水吐の説明として記述されているため、選択肢2は誤りである。

●問題Ⅲ-31
正解は⑤
水管理施設を構成する電気通信・情報制御機器は、ダムや水路等の土木構造物に比べて耐
用年数が格段に短いため、耐用年数が長いとする記述は不適切である。

●問題Ⅲ-32
正解は①
管水路の口径や水利施設の規模を決定する設計流量には、灌漑期の最大需要量に対応する
「計画最大流量」が用いられるため、最多頻度流量とする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-33
正解は①
限界水深より大が常流、小が射流である。限界水深は流量を一定としたとき比エネルギー
を最小にし、比エネルギーを一定としたとき流量を最大にする水深である。

●問題Ⅲ-34
正解は③
農林業センサスにおける農業地域類型は、都市的地域、平地農業地域、中間農業地域、山
間農業地域の4類型に区分されるため、選択肢3の記述は不適切である。



●問題Ⅲ-35
正解は④
土地改良事業によって造成された土地改良施設は、受益農業者で組織される土地改良区が
管理主体となることが通例であり、市町村管理が原則とする記述は誤りである。


